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生理的年齢予測の重回帰分析

吉 JI I 和 利

A Multiple Regression Model for Physiological Age 

-On  the Case of Females 

Kazutoshi KIKKA WA  

The purpose of this study was to establish the multiple regression equation to predict 

females'physiological age. 

Data for this study were collected during the course of survey of various indices on the 

degree of health and fitness and life―style of healthy women who aged 23 through 59 years old. 

Collected information included the followings :systolic blood pressure (= SYSBP), plasma 

creatinine (=CREAT), plasma albumin (=ALBUM), sum of skinfold thickness of upperarm 

and subscapulars (=FAT), grip strength (=GRIP), back strength (=BACK), standing trunk 

flexion (=FLEX), vital capacity (=VITAL), one—foot blind balance (=BALANCE), maximal 

aerobic power (=MAP, by Margaria's method), and chronological age (=AGE; dependent 

variables). 

Forward stepwise regression analysis examined the reliability of the physiological and 

internal medicine and anthropometric measurements as the indicator of age. 

At the each step, the statistics of degree of fitness, that is, Akaike's AIC, Mallows'Cp and 

R濠 (adjustedfor d.f. R) adding to multiple correlation coefficient R and SEE (standard error 

of estimates) were cal.culated. 

The results obtained were as follows. 

1) In terms of following variables order, all variables were entered into equation; SYSBP, 

BALANCE, VITAL, FAT, ALBUM, CREA T, FLEX, BACK, GRIP. The multiple correlation 

coefficient R, and standard error of estimates (SEE) were 0.738, 6.1 (age of years), respectively. 

2) Each equation obtained at each step, which included m independent variables at m 

step, in general, were evaluated by several statistics such as Akaike's AIC, Mallow's Cp, R濠

and R. According to Cp, the equation ill which had SYSBP, BALANCE and VITAL was 

evaluated as the best equation. According to AIC, the equation N which was added FAT to 

preceding equation (ill) was evaluated as best. 

3) By the forward stepwise regression analysis, of which stopping rule for variable 

selection was F-statistics=2.0, equation N was selected as the best equation. Equation N 

was descrived as follows and R=0.721, SEE=5.9 (age of years)., respectively. Y=24.1 +0.182 

XSYSBP-0.064XBALANCE-0.0030XVITAL+O.lll XFAT 

4) The high reliability was verified by analysis of residuals. And, the validity of this 

equation was verified by the results of preceding studies. 

Institute of Health Science, Kyushu University, Kasuga 816, Japan. 
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5) When MAP was added to these independent variables, at the 1st step MAP entered 

into the equation by the forward stepwise method (FENTER=2.0). SYSBP at the 2nd step, and 

BALANCE at the 3rd step were respectively entered. In this case, multiple correlation 

coefficient was 0.773. However, the calculated MAP was unequal to other variables as for 

the indicator of age changes because this variables were essentially designed to correlate to 

chronological age. 

(Journal of Health Science, Kyushu University, 7: 1,._,10, 1985) 

緒 言 研究方法

発育期にいわれる形態学的年齢・ニ次性徴年齢・歯 1. 対象

芽年齢などはそれぞれの徴標の発育状態を基準に暦年 昭和56年度九州大学特定研究（「生活形態と健康度

齢にたちかえるものであり，年齢を予測する逆問題の に関する総合的研究」）に被験者として任意に参加し

一つの解とみなすことができる。青年期以降の加齢に た健常な，大学女子教職員8名ならびに福岡市内の住

関した研究はそれぞれの学問領域が固有な変化を用い 宅地に居住する主婦40名総計48名を対象とした。被

て年齢基準値を設定するような場合が多く，人間とい 験者の暦年齢の平均は40.5歳，範囲は23歳から 59歳

う種々の機能を有し，かつまたそれらが複雑に関連し までであった。

合っている系（システム）としての加齢が論じられる 2. 独立変数

ことは少ないようである。その背景には「加齢変化の 内科学的に収縮期血圧［コード SYSBP],血中のク

起こる時期」が各機能によって多様であり列「変化の レアチニン [CREAT],やアルプミン [ALBUM]の

勾配も小さく」6)' 度数分布の偏移19)29)など種々の特徴 定量値を用いた。血中成分の分析法はクレアチニンを

が考えられよう。 Jaffe変法，アルブミンを BCG法により行った。

人類学・法医学的立場では歯芽の咬耗24)25), 循環器 また形態学的変数として皮下脂肪厚（以下皮脂厚と

系や体力的変数6)28)29¥頭蓋や恥骨の縫合状態など7)13)を 略す）のうち上腕背部と肩甲骨下部とを栄研式皮脂厚

基準に重回帰分析やカテゴリカル回帰分析（林の数量 計で測定し，その和 [FAT]を用いた。

化理論 I類）といった多次元，多変量解析手法により 総合的な体力には下位構造として筋力や器管の強

老化度を測ろうとする試みもいくつか存在する。それ さ，柔軟性，運動協調性，持久性，速さなどがあり，

らを概観すると特に菫回帰分析の一次的終結である残 さらにその下位構造が存在するという点が最近の多因

差変動の分析が不十分であったり，標本の性別が不明 子構造を仮定した研究16)でも首肯されている。また測

であるような場合も少なくない。 定方法の客観性，基準値の明確性などの要件を踏まえ

‘ 体力学的な立場では本質的に運動動作を媒介とした た上で，研究の目的に照合させ加齢による変化が明瞭

り，生理学的変数の導入を不可欠とする。田辺 (1976) である変数を採用すべきであろう。以上の論点より筋

によると逆問題の解を求めるには「アプリオリな知識 力では握力 [GRIP],背筋力 [BACK],器管の強さと

を利用し，漸次真の構造に近づか」ねばならず，「制御 して肺活量 [VITAL], 運動協調性ではさらに下位構

しきれない誤差によってそれらの問題が発生していれ 造を想定し平衡性として閉眼片足立ち [BALANCE],

ば統計的モデルに帰着するのは自然である」26) とされ 柔軟性として立位体前屈 [FLEX]を考え，一般的な

る。 方法27)で測定した。

本研究はこれらの問題所在を背景に青年期から初老 体力は仮説構成体としての概念にすぎないが，従来

期に至る婦人の暦年齢を体力学，内科学，形態学の計 の研究に依拠すれば運動協調能にはその他協応性や敏

測値から予測するための回帰方程式（以下，単回帰方 捷性の側面も考えられるべきであり，また重要な持久

程式・重回帰方程式を含め，特に断らない限り回帰式 性の側面，有酸素的体力については等閑視しているこ

と略す）の作成を意図したものである。特に変数選択 とも見逃すことができない研究上の問題である。その

には最近の統計学の知見を導入し，様々°21視点からの 意味でこれらのテストだけでは体力の全領域的測定が

考察を行おうとするものである。 行われたとは，無論，いい難い。
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3. 重回帰分析

暦年齢 (yi)と9個の独立変数 (xi,石，……， Xg)

の測定値 (N=48) との関係を線型モデルが=/3o+

/3凶 i+/32功 i+……+/39X9iで定式化し， 「推定値Yiと

実測値Yiとの差の平方和」を最少にするf3。'/31,/3心
…'/39を求めるため変数増加方式変数増減方式によ

るステップワイズ重回帰分析を試みた4)8)。

ここでデータ数について付言することにする。小林

(1982)は重回帰分析におけるデータ数について分散

分析表にまとめた時の残差の自由度として「少なくと

も10以上，できれば50以上もあることが望ましい」

と述べている12)。本研究で対象とするのは48名であっ

て，全ての独立変数を投入した時の回帰分析の自由度

は38となり，望ましいとされる水準には達していな

いが，過少と判断することもできない。

データ数の多少以上に回帰分析自体の精度は残差分

析によって保証されるべきものであり， これ以上の論

議は必要としないかもしれない。

結果ならびに考察

1. 基本統計量

Table-1は測定値の平均ほか基本統計量を示した

ものである。このうち SKEW,KURTは4次までの

積率によって直接計算した統計量であり，それぞれ正

規分布に比した歪度，尖度を示す。特にこれに注意す

ると， CREAT, BALANCEの歪度は無視できない程

度に大きい。

2. 相関係数
Table-2には従属変数を含めた 10変数間の相関係

数を示す。独立変数間の相関係数に限定すると総計36

個の相関係数のうちで有意となる (P<.05)のは7個

に過ぎない。独立変数間の相関係数が高い場合には多

重共線性 (multi-co-linearity)3H2l2Dの問題がある。

チャタジーとプライスa)(1977)は多重共線性の手掛

りに①行列固有値に 0.01未満のものが存在したり，②

固有値の逆数和が独立変数個数の5倍以上になる場合

をあげている。

独立変数間相関行列 (9X 9)の固有値を求めたと

ころ，ふ=2.369, 入戸 1.699,ふ=1.216, 入4=0.956, 

入5=0.854, 入s=0.638, 入1=0.483, 入s=0.457, 入，＝

0.325となり， これらの逆数和は 12.964となった。っ

まり上記①，②のいずれの条件に照らしても多重共線

性には問題がないことになる。なお，多重共線性への

対処について小林 (1982)は変数増減法の有効性を述

べ12l, 佐和 (1979)21)はリッジ回帰分析にそれを認めて

いる。

3. 変数の投入と回帰式の評価

回帰式に投入される変数の順位は単に従属変数との

関連のみでなく，投入済み変数との関係で決定され

る。最初のステップ Iでは従属変数との単相関が最も

高い変数が投入されるが，ステップII以降では次のよ

うな手順で変数を順次，投入していった。すなわちス

テップごとに未投入変数が K個あるとし，それらの

個々を次のステップで投入したと仮定して回帰分析を

行い，その時のF値が最大となる変数を当該ステップ

で実際に投入する手続きを行い， これを繰返した。こ

の時のF値をENTER値とし，次のように定義され

る4)。

FENTER = (RSSi'-RSSi + 1) / (RSSi + 1) / (N 

-P'-1) 

［ここでi=1, 2…, mはステップ数， N=標本数

Table 1. Condescriptive statistics 

VARIABLE MEAN STD MIN MAX SKEW KURT 

AGE (yrs.) 40.5 8.1 23.0 59.0 0.237 -0. 580 

SYSBP (mmHg) 121. 0 17.4 90 162 0.533 -0.129 

CREAT (mg/dl) 0.804 0.107 0.60 1.10 0.835 0.566 

ALBUM （％） 64.2 2.96 56.9 69.1 -0. 327 -0. 731 

GRIP (kg) 28.9 4.74 17.0 38.0 -0. 247 -0.473 

BACK (kg) 68.7 15.5 40.0 106.0 0.191 -0.482 

BALANCE (sec) 56.7 49.8 4 120 1. 040 0.409 

FLEX (cm) 10.9 6.6 -1.8 24.1 -0. 038 -0. 943 

VITAL (cc) 2456 524.5 1200 3860 0.362 0.011 

FAT (mm) 37.9 12.3 15.5 62.5 0.068 -0. 745 
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Table 2. Pearsonian correlation coefficient matrix(lower left). 

AGE SYSBP CREAT ALBUM GRIP BACK BALANCE FLEX VITAL FAT 

AGE 

SYSBP 559 ＊＊ 

CREAT -005 032 

ALBUM -250 ＊ -397 ＊＊ -234 

GRIP -174 026 214 -126 

BACK -299 ＊ -162 044 082 452 ＊＊ 

BALANCE -464 ＊＊ -129 -115 -170 182 185 

FLEX -067 -204 129 173 088 076 -027 

VITAL -378 ＊＊ -303 ＊ 035 036 449 ＊＊ 549 ＊＊ 173 156 

FAT 336 ＊＊ 397 ＊＊ -087 -330* -187 -250 ＊ 034 -067 -150 

・＊＊＊
decimals omitted, --P<  .01, ----P< .05 

p'=投入済み変数に該当変数を加えた個数， RSS=当

該ステップの回帰分散分析の残差平方和］

また一度投入された変数でも他の変数が追加投入さ

れることにより，回帰式の中で有意な貢献をしなくな

り得る場合もある。そこで投入済み変数については

FREMOVE値を求めた。

FREMOVE= (RSSi I - RSSi) I (RSSi) I (N-p') 

ここでRSSiIは「仮りに該当変数を除去すると仮

定した時の回帰分散分析の残差平方和」であり，その

他の記述は上記に従う。

ここではFENTER値を手掛りに変数を次々増加し

ていく変数増加方式と FENTER,FREMOVE両値を並

行して用い，投入・除去を繰返す増減方式の二つを行

うことにした。

変数増加方式では次のような順序で変数が投入され

た。①SY.SBP (FENTER = 21.1)→②， BALANCE(F 

= 13.3)→③ VITAL (F= 2.34)→④ FAT (F= 2.09) 

→⑤ ALBUM (F= 1.16)→⑥ CREA T (F= 0.58)→⑦ 

FLEX (F= 0.40)→⑧ BACK (F= 0.05)→⑨ GRIP 

(F= 0.01) 

得られた重回帰方程式は次式(1)のように記述され，

重相関係数Rは0.738, 寄与率54.5%, 推定値の標準

誤差SEEは6.1(歳）となる。

か=63.5 + 0.164 X SYSBP -0.0690 X BALAN⑬ 
- 0.0020 X VITAL + 0.078 X FAT - 7.19 X 
ALBUM - 0.463 X CREA T + 0.087 X FLEX -
0.015 X BACK -0.0090 X GRIP…（式1)

ところでP個の独立変数があればそれらが構成す

る方程式個数は単回帰の場合の回帰式数Pから全変

数が含まれる回婦式（回帰式数1)まで全ごを考慮せ

ねばならないので 2P-1個にのぼる。本研究では

が一 1= 511個の方程式が考えられる。回帰式の評

価はこれらの全てを逐一検討することで達成されよう

が，合理的とはいい難い。また実用面を考慮すれば単

に独立変数が多いことが良好な方程式ともいえない。

田辺 (1976)によると，「（パラメータ数が）比較的大

きいモデルはデータヘの見かけ上のあてはまりは良く

なるが，データに含まれる誤差に過剰に反応してしま

うため安定した構造情報をとりだすことができず」，

「逆に自由度が小さすぎるモデルは現象の構造を十分

反映できなくなり，得られた情報に偏りを生ずる」こ

とになるとし，「安定性と偏りを妥協させるモデルの

評価基準が必要である」と述べている26)。

この点で重相関係数Rは変数追加に従って上昇す

るので評価基準としては好ましいものではない。その

ため，自由度調整済み重相関係数R濠， Cp基準を算出

し，また「モデルが定めた確率分希の＂真”の確率分

布への近似度の問題」として統計モデル選択を考えた

赤池氏の情報量規準 AJcn2)11)26)を求めて回婦式の評価

を行うことにした。

先述の変数増加方式による回掃分析では逐次変数を

投入していった結果，合計9個の回帰方程式が得られ

ている。 Table-3 は FENTER 値によって選択•投入

されていった変数名とそれらを含んだ回帰式のRz,

R竺 Cp,AICを示している。また Fig-1はこれらの

変化を明示するためのものである。

AICは「あてはまりの悪さ」の指標と考えられ，小

さいほどモデル（回帰式）自体はすぐれているという

ことができる1)2)11)24)26)。 Cpでも同様なことが考えられ

る。

この結果 AICでは変数4個を含んだステップIV,

Cpではステップmの回帰式を各々，最良と評価して
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いる。 R濠2ではRと同じくこの増大があてはまりの良

さを示すが，ステップVでR濠2は最大となり，だは最

終ステップ1Xまで増大を続ける。

AICはその後ステップVからは上昇を開始し，ま

たCpではステップ1V以降で上昇を始め， R濠2はス

テップ1X以降から低下を示している。つまり AICで

は4変数 [SYSBP→BALANCE→ VITAL→ FAT]か

らなる回帰式を最良と評価し， Cpはこれから [FAT]

を除いたものを，またR濠2はAICの場合の4変数に

[ALBUM]を加えた 5変数からなる回婦式をそれぞ

れ最良と評価することになる。

母数節約的21)にモデル［回帰式］構築を行うとすれ

ばCpによる場合が良く，分担した内科学，体力学，形

態学からいえばR峯2に依拠するのが好ましいと考えら

れる。 AICは両者の折衷点にあり，適切かつ合理的な

変数選択が行われていると評価できるであろう。

Table 3. Entered variables and several criteria statistics. 

STEP VARIABLE R2 R*2 AIC CP 

I
I
I
I
I
I
I
V
V
V
I
珊

珊

IX

+SYSBP 

+BALANCE 

+VITAL 

+FAT 

+ALBUM 

+CREAT 

+FLEX 

+BACK 

+GRIP 

0.313 

0.470 

0.497 

0.521 

0.533 

0.539 

0.544 

0.545 

0.545 

0.299 

0.446 

0.462 

0.476 

0.478 

0.472 

0.465 

0.452 

0.437 

183.3 

173.1 

172.6 

172.3 

173.0 

174.6 

175.9 

177.8 

179.8 

13.270 

2.226 

1. 994 

2.050 

2.976 

4.435 

6.052 

8.001 

10.000 

R2 , multiple correlation coefficient 
R*2 , multiple correlation coefficient adjusted for d.f. 

AIC,. Akaike's . f an 1n orrnation cnter10n 

Cp, Mallows'cntenon 

R';. B*2 ーロ―R2 ---•---R"2 -• 一 Cp ---女---AIC

.55 

ロ口

Cp 

-h 3 

一•1 2 

.50 

.45 

.40 

.35 

.30 _, 1 

AIC 

-•183 

182 

181 

・180 

一•179

178 

177 

一•176

175 

174 

173 

172 

1 7・1 

STEP 
VARIABLE 

I II ill 

+SYSBP +BALANCE +VITAL 
'Ill 

+FAT 
V 

+ALBUM 
VI 1/Il 

+cREAT +FLEX 
IIIII 
+BACK 

])( 

+GRIP 

Fig. 1. The changes of criteria statistics and entered 

variables on each step. 
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すなわち変数増加方式では SYSBP, BALANCE, 

VITAL, FATと変数を増していき， ここまでで変数

投入を打切っても，なお被験者数と変数個数の関連で

十分に妥当性の高い，年齢予測の回帰式が得られると

いえよう。

次に FENTER~FREMOVE 値を併行させながら算

出し，変数の投入と除去を繰返した変数増減方式の回

帰分析を行った。 F基準値 (FENTER,REMOVE)の設

定については研究者間で違いがあり，概ね LO,_,3.7 
程度が考えられている3)5)8)17)24)。本研究ではF基準値と

して 2.0を設定し変数の投入，除去を行うことにした。

この結果，①SYSBP→② BALANCE→③ VITAL→ 

④ FATの順で変数投入が行われ， この後には追加投

入される変数すなわち F基準値 (F~2.0) を満足する

変数は見当らず，また①から④までのステップで投入

された変数は中途の過程でFREMOVE値が2.0を下回

ることもなかった。すなわち中途での変数の除去は行

われなかった。参考値としてあげると，ステップVを

仮に考えた時投入される予定の変数は ALBUMで

ある。 このFENTER値は 1.16であり， ステップ1Vで

FREMOVE値が最小となるのは FAT (F= 2.09) で

あって両者のFENTER,FREMOVE値間には大きな差

が認められる。

井上などの指摘では AICとCpを予測の適中率か

らみた時， 両者間に有意差は認められない10)といわれ

る。本研究では両基準間で選択された変数個数に差異

が認められた。赤池 (1981)2)は「奥野ほか (1976)m 

が示す変数増減法はつまるところ AIC最小化に対応」

したものであることを述べ，その具体的考察は杉山ほ

か (1979)24)にみることができる。本研究の結果として

重回帰分析における F基準値が 2.0であればAIC最

小化も果たし得ることが具体的となった。すなわちF

基準植2.0とする変数増滅法で構築された回帰式はA

IC最小化 (MAICE)をも果たすことになるとい

えよう。

得られた重回帰式は次のように表わされ， R=

0.721, SEE= 5.9歳となり，全変数を含んだ式 (1)

と比べても信頼性は劣るとはいえない。

y= 24.1 + 0.182 XSYSBP-0.064 XBALANCE-

0.0030 XVITAL+ 0.111 XFAT……（式2)

また回帰分析の結果はF=11.67 (P< .ODとなり，
相応の信頼性を確認できた。

4. 独立変数の検討
回婦式 (2)の妥当性を検討するため各変数の標準

化偏回帰係数（以下，標準化係数）を手掛りに以下の

ように考察した。収縮期血圧 [SYSBP]は標準化係数

0.392であるが，加齢とともに SYSBPは上昇すると

いう点は先進工業国住民に関して一致してい

る14)18)20)27)。体力変数のうち BALANCE,VITALの標

準化係数は，それぞれー 0.391, -0.165であり，平衡

機能は年齢とともに低下していくと考えられている。

肺活量はその減衰開始年齢には多少の差異が報告間

にみられるものの，年齢との負の相関関係はそれらの

研究でも首肯されている18)30)0 

形態学的肥満の指標に皮脂厚値FATを用いたが，

標準化係数0.170となっている。特に女子では皮脂厚

値は加齢とともに漸増し， 60歳前後までその傾向が続

くとされている20)22)0 

以上のように回帰式 (2)に含まれた変数はその一

般的な知見と標準化係数，特に年齢との相関関係を照

合しても矛盾点はないと考えられる。また体力変数，

収縮期血圧，形態学的肥満に関した変数で構成されて

いる点は分担した研究領域からしても興味あるものと

して考えることができよう。

5. 残差分析

得られた回帰式の欠陥，換言すれば信頼性の確認は

回帰分散分析のほか残差分析を必要とする。暦年齢の

実測値Yiと式 (2) によって得られた予測年齢Yiと

の差すなわち残差eiおよびその標準偏差 Seなどを

利用して残差分析を行った。残差の統計量は Table-

4のようになる。残差の分布の正規分布に比して無視

してもよい程度の歪みしかもたない。残差がその標準

偏差 (Se)に対し lSeを越えた場合は 3名であった。

Fig-2は標準化残差eis (= (yi-yi) /Se)と標準

化予測値とで構成された座標として個人をプロットし

たものであり，ゼロの周りに不規則に分布し，特定の

変動は認められない3)ようである。

以上より最良と評価した式 (2)には特に注意すべ

き欠陥はないものと考えられる。

6. 持久性指標の導入について

この種の研究，特に対象者が成人である点を重視す

ると持久性 (Aerobicpower)の指標を導入すること

の意義や有効性については論を待たない。

本研究でも Margariaet al (1965) 15)の提唱した手

続きで間接的な MaximalAerobic Power (MAP)を

算出し，基本統計量の算出から，重回帰分析に至る手

続きを試みた。以下，明らかになった点，問題点など

を列挙すると次のようになる。

(1) MAPの歪度は 1.502, 尖度は 2.905となり， こ

の値は正規分布に比し，必ずしも無視できる程の値で
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Table 4. Condescriptive statistics of residuals. 

S.D. 25%ile MED. 75%ile SKEW 

5.52 -4.0 -1.2 3.2 0.654 (t=l.05, P<.05) 
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Fig. 2. Plottings of standardized residuals and , 

predicted age. 

はない。

(2) MAPの算出が心拍数と年令との間に， 一次線

型関係を同定して行われているので，ステップワイズ

方式では第1変数として投入される。

(3) F基準値2.0と設定すると， MAP→BALANCE 

→ SYSBPの順に回帰式に投入され， ここまでで変数

の選択は打切られた。また， ここまでのステップで

AIC, Cpともに最小となった。この方程式は R=

0.773, SEE= 5.25歳となり，次のように表現できる。

y = 52.65 + 0.140 X SYSBP -0.801 X MAP -
0.064 X BALANCE 

(4) MAPを除いた変数で構築され， 最良と評価さ

れた式 (2)にMAPを追加投入したところ，

y= 57.9 + 0.129 XSYSBP-0.014 XFAT-0.001 
XVITAL-0.062 XBALANCE-0.866 XMAP 

と表現され， R=0.754, SEE= 5.6 (歳）となった。

(5) この回帰式に含まれる変数のうち FATは負の

回帰係数を示し， この点はFATに関する一般的な知

見とは符号しない。

これらの点を鑑みると，間接的な算出値特に年齢と

の一次的な関係を前提とした MAPをそのまま用いる

ことは， この種の年齢研究では必ずしも適さず，むし

ろ古川ほかの一連の研究6)28)に示されるように心拍数

そのものを利用して持久性の指標化を企図することが

必要と考えられる。
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いて著者自身が分担した。

結論ならびに討論 いうまでもなく，本研究のデータは健康科学セン

ター全スタッフの共有のものであり，執筆の責は著者

23歳から 59歳までの健常な女子48名（平均年齢 自身にある。その意義からして直接に検査・測定にあ

40.5歳）について収縮期血圧 [SYSBP],血中クレア たられた全スタッフに深甚なる謝意を表せねばならな

チニン [CREAT],血圧アルブミン [ALBUM]の各 い。

定量値， 皮脂厚 [FAT], 握力 [GRIP], 背筋力 また被験者として参加された九州大学教養部の教職

[BACK], 立位体前屈 [FLEX], 閉眼片足立ち 員の皆さん，福岡市東区八田青葉台団地の住民の皆さ

[BALANCE], 肺活量 [VITAL]から暦年齢を予測す んに衷心より御礼を申しあげたい。

る重回帰方程式の作成を試みた。 本研究の一部には九州大学大型計算機センターの英

結果は以下の様に要約できる。 文清書システム (ROFF)を利用した。

1) CREA T, BALANCEの歪度は無視できない程

度に大きく，独立変数間相関行列を検討した時，多重

共線性は示嵯できなかった。

2)変数増加方式で9個の独立変数を逐次投入する

重回帰分析では①SYSBP→② BALANCE→③ VITAL 

→④ FAT→⑤ ALBUM→⑥ CREAT→⑦ FLEX→⑧ 

BACK→⑨ GRIPの順に投入されていき，この場合， R

= 0.738, SEE= 6.1歳となった。

3)この9ステップを独立と考えた9個の回帰式を

自由度調整済み重相関係数R濠，赤池の情報量基準

AIC, Cp基準で評価したところ CpはSYSBP,

BALANC_E, VITALの3変数を含んだ回帰式 AIC

は第4変数として FATを加えた回帰式 R濠は第5変

数としてさらに ALBUMを加えた回帰式をそれぞれ

最良と評価した。

4) FENTER=FREMOVEの基準値を 2.0とする変

数増減方式でも AICによって最良と評価された 4変

数による回帰式が採択され， R=0.721, SEE= 5.9歳

となり，次のように記述される。

y= 24.l + 0.182 xSYSBP-0.064 XBALANCE-

0.0030 XVITAL+ 0.111 XFAT……（式2)

5) AICで最良と評価されたこの回帰式に含まれる

4変数の意義や符号の検討などの考察によると，いず

れも妥当と考えられるものであった。またこの式 (2)

の残差分析でも回帰式の欠陥は特に認められず，残差

の標準偏差は 5.52となり，正規性検討などでも問題は

考えられないようである。

＜附記〉

本研究は昭和56年度，九州大学特定研究「生活形態

と健康度に関する総合的研究」として行われたものの

一環である。この研究には健康科学センターのスタッ

フ全員が係り，データを集積した。執筆は著者があた

り，データ解析も，九州大学大型計算機センターにお
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